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 今年も、「自然と親しむ子ども山登り教室」が始まりました。今年は、参加申込の受付を開始し

たあと、東日本大震災が発生したこともあり、子どもたちの参加は、少人数となりましたが、１

回目の陣馬山と２回目の御岳山を無事に登り、これから少しずつステップアップして、最後の５

回目には蝶ヶ岳を目指します。子どもたちの元気な様子を報告でご覧ください。 
 
★説明会(４月３日)報告 

参加者 子ども２名 
    会員外１名 

スタッフ３名、会員３名 
 
 
 

 
 「第５回自然と親しむ子ども山登り教室」の

説明会を実施した。 
 内容は、登山教室の進め方、運営体制、登山

に伴う危険と回避方法、山道の歩き方、登山装

備、登山の食料、パッキングの仕方、読図の基

礎、登山日程の説明を行った。 
 今回の登山教室への参加者は、新しく２人の

子どもの参加があり、昨年まで参加していた子

どもたちと合わせ６人となる予定。中学２年生

の女子２名、中１の男子１名、小学６年生の男

子１名、小学４年生の女子１名、何度も登山に

参加したことのある小学３年生の男子１名の

参加となる。 
 基本的な説明は昨年と変わらないため、説明

のあとは、パソコンを使って、２年前の自然と

親しむ子ども山登り教室で登った蝶ヶ岳の様

子などを見ていただいた。 

 
 
★陣馬山(４月２４日)報告 

 参加者 子ども２名 
スタッフ４名 

 別働隊 会員(障害者２名、健常者５名) 

 
 

 
 

 
 今年で５回目となる「自然と親しむ子ども山

登り教室」が始まった。今回は、ＫＩ君の妹の
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ＳＩちゃんが初参加となる。最初の陣馬山は、

２人だけの参加となり、少しさみしいが、すば

らしい天気に恵まれて、展望が期待できそうだ。 
 新宿から京王線で高尾駅に行ったが、ＳＩち

ゃんがおなかが痛くなったので、Ｔさんが付き

添って高尾駅でトイレに行く。そのため、Ｔさ

んたちが予定の電車に遅れ、１本後になったが、

藤野駅で予定していたバスには、全員で乗るこ

とができた。 

 

 バスで終点の和田で下車し、自己紹介とスト

レッチをして出発する。周囲は、春爛漫で木々

の芽吹きや新緑が美しい。登山口は、民家に入

っていくような狭い道で、見落としてしまいそ

うなくらいだった。しかし、少し登ると、真っ

白な富士山が見えてきた。足下には、タチツボ

スミレやチゴユリなどが咲き、楽しませてくれ

る。ＳＩちゃんは、花にはあまり興味がないよ

うで、キノコが大好きだった。ＫＩ君が写真を

撮ってあげている。 

 

 エイザンスミレやアカネスミレなども咲き、

梢ではヤマガラやヒガラなどの歌声が聞こえ

る。傾斜が緩んでくると一ノ尾根に飛び出す。

さらに緩やかになった登山道をゆっくりと登

っていく。最後の登りが始まる頃、山頂の茶店

が見えてきた。すると、これまであまり元気で

なかったＳＩちゃんが急に元気になって先頭

で登り始めた。子どもは現金なものです。 

 

 山頂からは、近くの生藤山がよく見え、その

左手には６月に登る扇山が見える。その奥には

大菩薩の山々が見え、遠くに南アルプスの赤石

岳と荒川三山もうっすらと見えていた。富士山

も、かなり淡くなったが、まだ見えていた。そ

の左手には、丹沢の山々が連なる。そして東に

は、関東平野がよく見えている。最高の展望だ。

山頂のベンチに座って昼食タイムとする。 
 桜が咲き、

山頂付近も

春爛漫だ。

白い馬のモ

ニュメント

の前でも集

合写真を撮

って、下山

にかかる。

ここはなだ

らかな尾根

なので、Ｓ

Ｉちゃんと

ＫＩ君にも全盲のＡさんのサポートを体験し

てもらう。２人とも、しっかりとサポートして

くれていた。 

早速、富士山が迎えてくれた 

ニオイタチツボスミレ 

陣馬山の山頂にて 

山頂の白馬の前で 
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 明王峠に着くと、ここも桜が満開だった。サ

クラの木に止まったキジバトは、近づいても逃

げることなく、ポーズを取っている。しばらく

休んでいると、何とＡＢさんがひょっこりと現

れたではないか。今日は、途中で、会員の人２

人に会ったので、これで３回目だ。ここからは、

ＡＢさんも仲間に加わって、一緒に下る。 

 ニオイタチツボスミレの香水のような香り

を楽しみ、多くのゼンマイを見つけ、順調に下

っていく。最後の急な下りも順調に下って、与

瀬神社に到着する。無事に下ってこられたこと

を神社に感謝して、さらに駅へと向かった。 
 予定よりも少し早く着いたが、一本速い電車

の時間を見落とし、予定どおりの電車に乗って

家路についた。第１回目の登山を無事に終える

ことができました。みなさまのご協力に感謝い

たします。 
 
コースタイム 

和田 (9:45)…尾根上 (10:45-10:55)…陣馬山

(11:30-12:30)…明王峠(13:20-13:30)…相模湖

駅(15:45) 
 

 
★御岳山(５月２２日)報告 

 参加者 子ども２名 
スタッフ５名 

 別働隊 スタッフ１名 
会員(障害者３名、健常者４名) 

 
 
 
 
 

 
 第５回自然と親しむ子ども山登り教室の２

回目の登山は、奥多摩の御岳山とした。 
 昨日はすばらしい天気で、暑いくらいの１日

だったが、今日は夕方から雨になる予報だ。し

かし、山の天気は早く崩れるため、午後３時頃

から降り出すかも知れないと思い、やや早めの

行動を・・・と思っていた。 
 松尾でつるつる温泉行きのレトロバスを下

り、自己紹介の後、歩きはじめる。まだ、上空

はすばらしい天気だ。日が燦々と差してきて、

暑いくらいだ。 

 

 まずは、車道歩きだが、子どもたちはゆっく

りしていて遅れ気味だ。山道への登り口となる

滝本まで行って、待つことにする。滝本では、

平井川源頭部の河原に下りてサワガニを探す

が見つからなかった。ただ、少し上の釜でヤマ

メの稚魚のような小さな魚を何匹かみつけた。 
 登山道に入り、ジグザグに登っていく。白や

黄色のきれいな花が咲き、シャガ、ホウチャク

ソウ、マムシグサ、チゴユリなどがたくさん咲

いている。ジグザグの登りを過ぎ、左に大きく

トラバースしてから右側に折れて登っていく

と、馬頭観世音に出る。この付近は、ヤマツツ

ミツバツツ

植林帯を登る 
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ジが群落となって咲き、見事な色合いを見せて

くれる。 
 ここで休憩した後は、一気に山頂まで登るよ

と、子どもたちにハッパをかける。ここから

は、傾斜が落ち、緩やかな登りとなる。尾根の

左から林道が合流するところに出たら、車が一

台止まっていた。こんなところまで車で来るこ

とができることに驚く。 

 

 ここから、すぐ左の広い道を歩いても良いの

だが、その上のツツジがすばらしそうだったの

で、上に上がる道を通って、ツツジのトンネル

の中に入っていく。とにかく満開ですばらしい

光景だ。ここを過ぎると広い道と合流し、緩や

かに登っていく。 
 道の左側が開けてくるようになると、大岳山

方面が見えてくる。後ろ側に見える山は麻生山

のようだ。この付近から、植裁したもののよう

だが、シャクナゲや小さな花のツツジが鮮やか

な色合いで咲いている。しかし、あまりに色が

濃すぎて、園芸品種ではないかと思うが、どう

なのでしょうか？ 
 傾斜が次第に強くなり、最後の急な階段を登

ると、日ノ出山に到着する。この頃には、すっ

かり雲に包まれ、大岳山は、どんよりした雲に

今にも隠れそうだった。 
 日ノ出山で昼食を取っていると、ポツポツと

降り始めてきた。本降りになるのはもう少し先

だろうと思い、あまり気にせず、みんなで写真

を撮り、御岳山を目指して下り始める。 

 

 少し歩くと、雨の降りが少し強くなってきた

ため、カッパを着る。このあと、雨は次第に強

くなってきたため、御岳山の山頂にある武蔵御

岳神社には行かないことにする。 

 

 御岳山山頂の宿坊の中を歩き、トイレに行き

たかったこともあり、ケーブル駅まで行くこと

にする。ケーブル駅で、ケーブルで下りたい人

と歩きたい人で分かれるつもりだったが、雨が

本降りとなってきたため、全員、ケーブルで下

ることにする。ケーブルで下の滝本に着くと、

土砂降りのような雨が降っていた。歩いて下り

ないで良かった。 
 雨が少し弱くなったところで、下のバス停ま

で歩き、バスに乗車して帰宅の途に付いた。 
 
コースタイム 

松尾 (9:55)…滝本 (10:10-10:20)…日ノ出山

(12:10-12:50)…御岳山ケーブル(14:05) 
 
 

ヤマツツジの群落の中を歩く 

日ノ出山山頂にて 

ケーキ帽をかぶるＳちゃんと食べようと

するＫ君 
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★大小山(３月６日) 

参加者 会員(障害者３名、健常者１１名) 

会員外(健常者１名) 

 

 

 

 

 
 富田駅に全員集合し、自己紹介をした後、阿

夫利神社まで住宅地の中を歩きました。本日の

コースは道標がきちんと設置されていて登山

口が大変分かりやすくなっていました。途中で

梅の花が満開で、地面にはふきのとうがたくさ

ん生えている場所があり春の訪れを感じなが

らのスタートとなりました。 

 
 天気がよく気温が上がっていたようで体が

自然と親しむ子ども山登り教室感想文（第１回陣馬山）提出順 

 
今年からは、妹が登山教室に入って来てうれしいです。妹は、１回目の登山で、あまり元

気が無かったです。最初から、電車でおなかがいたくなってトイレに行ったり、山を登り始

めてからすぐに「つかれた」と言って泣いたりしていました。でも、キノコを見つけて、テ

ンションが上がったりしていました。もう頂上につくころには、元気いっぱいで走ったりし

ていて、下る時は１回も泣かないで歩いていました。そして、目の見えない人のサポートも

していました。今回は、妹の初登山で、グダグダでしたが、次の登山からは、自分で荷物を

持って、自分の力だけで頂上まで行ってほしいなと思いました。また、次の山登りも楽しみ

です。                                 Ｋ．Ｉ君 
 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 
 
 今回、初めて山登りに参加することになりました。山ではきくらげを見つけ、さわってみ

たらプルプルしていました。そして、木の上で鳥が鳴いていました。 
 登っていると中に富士山が向こうがわに見えていました。頂上に着いたら、とても気持ち

良かったです。わたしは、初めて目の見えない人のサポートもしました。「初めてでも上手ね」

と言われてうれしかったです。 
 下りは石がたく山あり、急なおり道でした。 
神社まで着いたら、足がすごくいたくなって、とてもつかれました。山はとってもきつか

ったです。次の山は、ちゃんと登れるよう、がんばります。        Ｓ．Ｉさん 

山 行 報 告 

大小山(一番左)に向けて歩く 
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すぐに温まったようです。阿夫利神社の登山道

入り口にて被服調整を行いました。駐車場には

十数台の車が駐車しており、結構にぎわってい

る様子でした。ここから左周りルート（右周り

ルートも有）で登り始めます。神社背面には「石

尊の滝」という病気に効くことで有名な滝があ

るのですが、滝というより水をひいてきた竹筒

という印象でした。ここで水を汲んでいる方も

いました。 
 ほどなく男坂と女坂の分岐に出たので男坂

のほうに向かいます。このあたりから岩場が始

まります。時々四つんばいになりながら岩場を

登っていきます。一汗かいた頃に見晴らし台に

到着しました。ここからほぼ垂直の岩壁に設置

された大小の文字が一番大きく見えます。この

山は、昔から大天狗、小天狗の住む霊場として

あがめられているそうです。かつて信仰の山と

してにぎわったそうなので目印の為に取り付

けられたのかもしれません。電車からも大小の

文字がよく見えました。 

 
 南尾根のピークに展望を眺めに登り、360 度

の展望を楽しんだ後、大小山のピークに向かい

ます。山頂からは男体山がくっきり見えました。

地元の方によると冬晴れの日にはスカイツリ

ーや新宿の高層ビル群も見ることができるそ

うです。続いて妙義山のピークがありそちらの

方が高いので一番高いところで昼食を取るこ

とにしました。 
 Ｋさんが持参してくださった三脚を使用し、

Ｙさんのカメラで集合写真を撮り、下りに向か

いました。今日はＹさんが先へ先へ待ち構えて、

写真を撮ってくださいました。 

 
 ピークからの下山時、ロープを使用して下る

場所があり、ここが本日一番の難所でしたが、

皆さんのきめ細やかなサポートで無事に全員

クリアしました。落ち着いたころ、洞窟があり

ここで一息つきました。ライトを取り出し「洞

窟の奥まで行ってみよう！」と入れ替わり立ち

代り、出たり入ったりしばし童心に返ってミニ

探検を楽しみました。 

 
 その後の下りはペースもあがり、スタート地

点の阿夫利神社まで予定より３０分くらい早

く到着しました。 
 荷物を整理し一息ついた後、駅に戻りました

が途中で美術館に立ち寄るメンバーと別れま

した。予定より 1 本早い電車に乗ることができ

ましたが栃木駅で予定通りの電車に乗り帰路

につきました。 
 本日は皆さんのすばらしいチームワークで

無事に山行を終えることができました。会計を

担当してくださったＮさん、写真を撮ってくだ

岩場のある男坂を登る 

大小山の山頂にて 

梅がきれいに咲いていた 
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さったＹさん、サポートをしてくださった皆様

本当にありがとうございました。 記：竹内 
 
コースタイム 

富田駅(10:15)…阿夫利神社(11:00)…見晴らし

台(11:30)…南尾根ピーク(11:45）…大小山…妙

義山（12:00-12:50）…阿夫利神社(13:50）…

富田駅(14:30) 
 

★百蔵山(４月１０日) 

参加者 会員(障害者７名、健常者１３名) 

 

 

 

 

 
 これまで地震による自粛を行っていたため、

今回が約１か月ぶりの登山で、２０１１年度最

初の共に楽しむ登山となった。 
 天気予報は良かったのだが、かなり雲が多く、

猿橋駅に着くと、目指す百蔵山は雲に隠れて見

えない状態だった。 
 今回は、入会後初参加の方が３人いたので、

新鮮な雰囲気の中で、自己紹介をして出発する。 
 歩道橋で国道２０号線を超え、中央高速道路

の下を通って、登山口へと向かう。麓の桜は、

ほぼ満開だった。スポーツ施設の駐車場を過ぎ、

百蔵浄水場まで、次第に傾斜が急になる舗装さ

れた車道を登る。この頃、ポツポツと雨が降り

だした。予想していたよりも、かなり寒かった

こともあり、雨具の上だけを着る。 
 休憩の後、さらに登っていくと、東コースと

西コースの分岐に出る。持ってきた昭文社の２

００８年版地図では、この付近に分岐はないの

だが、すぐに登山道となる東コースを登ること

にする。 
 足下にタチツボスミレがちらほら咲いてい

るが、今年は寒い日が多かったため、春が遅い

ようだ。本来なら、もっとたくさんスミレの仲

間が見られるのに。 
 雨はすぐに上がり、曇り空の中を登っていく。

そこかしこに、クモの糸に付いた水滴が見られ

る。Ｏさんと私は、写真を撮りながら登ってい

く。まだ咲き始めたばかりだろうか、足下にヒ

トリシズカが咲いていた。 

 

 登山道は、次第に傾斜が強くなり、ロープも

出始めた。しかし、みんな順調に高度を稼いで

いく。急登が終わり、傾斜が緩くなると、扇山

への分岐を過ぎ、すぐに山頂に到着した。 

 

 天気が良ければ富士山がよく見えるのだが、

残念ながら霧に被われていて、見ることができ

なかった。ただ、うっすらとではあるが、麓の

高速道路などが見えた。 
 昼食後、集合写真を撮って、西コースを通っ

て下ることにする。 
 コガラのヒーツーヒーツーというキーの高

いさえずりが聞こえた。とにかく、この山はア

ブラチャンが多い。黄色の花が鮮やかだ。キブ

水滴の小さな宇宙 

急坂を登る 
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シの花や山吹の花も咲いていた。足下には、シ

ュンランやイカリソウも咲いていた。相変わら

ず、クモの糸に付いた水滴も多く、写真を撮り

ながら下る。 

 

 東コースとの合流点を過ぎ、さらに百蔵浄水

場を過ぎると、桜やレンギョウが咲く公園に出

る。今日は、予定よりも少し早く下りてきたの

で、有名な猿橋を見物に行くことにする。 
 中央高速道路を通り過ぎ、左に曲がるが、曲

がった後は、川に下る道ではなく、左側の登り

になった道を行く。しばらく歩き、桂川を渡る

と、サルが両岸から橋桁を伸ばして、かけたと

いわれる年代物の猿橋があった。この付近は、

断崖絶壁のゴルジュとなっているが、昔のサル

は、よくこんなところに橋を架けたものだと感

心する。 

 

 猿橋を見た後は、国道２０号線を歩いて猿橋

駅に到着する。朝は、見えなかった百蔵山が、

今はしっかりと見えていた。久しぶりの登山、

お疲れさまでした。 
 
コースタイム 

猿橋駅(9:20)…百蔵浄水場(10:05-10:15)…百

蔵山山頂(11:50-12:30)…猿橋(14:50-15:10)…
猿橋駅(15:35) 
 

 

★羅漢寺山(４月１４日) 

参加者 会員(障害者１名、健常者３名) 

会員外(健常者２名) 

 

 
 今日はすばらしい天気に恵まれて、空には雲

一つない。甲府駅に降り立つと、北西側の桜の

花の向こうに甲斐駒と鳳凰三山がよく見えて

いた。バスターミナルの３番乗り場で、昇仙峡

行きのバスを待つ。予定していた９時のバスは、

羅漢寺山の西側の道路を通って、昇仙峡滝上ま

で行くバスだった。バスの乗客は、私たち６人

だけで、貸切状態だった。 
 予定では、ロープウェイで羅漢寺山まで上が

ることにしていたが、メンバーが少なく、参加

してくれた若者たちには物足りないだろうと

思い、歩いて登ることに変更した。 
 獅子平付近からは、希望の場所で、どこでも

止まってくれるということなので、夫婦木神社

を過ぎて、羅漢寺山登山口で下ろしてもらった。 
 今回は、大学２年生になったばかりの初々し

い若者が２人参加した。その内の一人、Ｋさん

は立教大学のコミュニティ福祉学部で、Ｎ教授

を良く知っているとのこと。Ｋさんを紹介して

くれたＹさんとは、自然の中のサバイバル学校

の仲間だそうだ。Ｏさんは、Ｋさんの友だちで、

成城大学（申し訳ありません。ちょっとうろ覚

えです）に通っているとのこと。２人とも、明

るくて、会話が耐えませんでした。 
 暖かく、春爛漫の今日は、アオダイショウも

現れ、ヤマガラやヒガラ、ホオジロ、ウグイス

百蔵山の山頂にて 

シュンラン 
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などのさえずりも聞こえた。アブラチャンやダ

ンコウバイは、一面を黄色に染めるほど、満開

だった。 
 北側の尾根から羅漢寺山に登るコースは、広

く、車高の高い４輪駆動なら登れるほどの道だ

った。 

 

 パノラマ台に着くと、すばらしい展望が広が

っている。たどり着いた正面に、真っ白な富士

山がしっかりと見えている。右手には、甲斐駒

ヶ岳、アサヨ峰、仙丈岳、鳳凰三山、農鳥岳ま

での南アルプスが見えている。大学生たちも感

動していた。すぐ北側には、茅ヶ岳や大刀岡山

がよく見えている。 

 

 ロープウェイの駅でトイレを借り、ここから

弥三郎岳を往復することにする。最初は歩きや

すい道だったが、山頂のすぐ手前は、岩に階段

が切ってあり、丸い岩の両側はスッパリ切れて

いて、高度感があり、緊張させられる。丸い岩

から一段上がったちょっと狭いところに、三角

点があった。展望が良く、高度感もかなりある。

北側の遠くには、奥秩父の金峰山がよく見えて

いた。しかし、近くの水ヶ森付近で、煙が上が

り、消防車やヘリコプターが忙しく動いていた。

きっと山火事だったのだろう。 
 弥三郎岳から一旦、ロープウェイの駅に戻り、

白砂山を目指す。白砂山からは今登ってきた弥

三郎岳がよく見える。弥三郎岳は、しっかりと

した花崗岩の岩山だった。山頂は、展望がよい

が、今日は暑いくらいなので、少し戻って日影

で昼食とした。今日は人数が少ないということ

で、Ｍさんがコーヒーを沸かしてくださった。 
 次は、白山展望台に行く。ここは、花崗岩の

砂が一面に広がり、以前登った日向山に似てい

た。やはり展望は良く、南アルプスがよく見え

る。 

 

 さらに獅子平分岐に着いて、どちらに下るか

迷ったが、バスの待ち時間が少ないほうにしよ

うと、予定どおり昇仙峡口バス停側に下ること

にする。 

 

 太刀の抜き岩を見物し、登山道を下っていく。

すぐに林道に出て、下っていくと、林道が二つ

に分岐している。案内板は、左側を指し、行き

羅漢寺山の山頂にて 

弥三郎岳の山頂直下を登る 

風化した花崗岩の白砂が眩しい白山展望台 

ルリタテハ 
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先の名前があったが、持っていた地図に出てい

ないので、もしかしたら破線の厳しい道になる

かも知れないと思い、右側の道を下った。すぐ

に、小型トラックで上がってきた方がいたので、

聞いてみたら、この道は昇仙峡口（長土呂橋）

のバス停には行かないが、３キロほど下ると、

バス路線に出るとのことなので、そのまま下っ

ていく。途中でまた林道が分岐していたが、今

度は左側を進み、しばらくすると、比較的広い

谷間の集落に出た。下を見下ろすとバス停があ

ったので、そこを目指して下っていく。着いた

バス停は、吉沢農協というバス停で、昇仙峡口

より、かなり南側（甲府駅側）だった。 

 偶然来た甲斐市役所の方が、どうして道を間

違ったのか聞いてくださり、今度整備しておく

と行ってくださった。 
 ちょっとハプニングがありましたが、あたた

かな一日を楽しく歩くことができました。 
 
コースタイム 

羅漢寺山登山口(10:00)…羅漢寺山パノラマ台

(10:55-11:10)…弥三郎岳(11:30-11:35)…白

砂 山 (12:05-12:50) … 白 山 展 望 台

(13:10-13:20)…太刀の抜き岩(13:35)…吉沢

農協バス停(14:35) 

 

 

★涸沢岳(４月２９日～５月１日) 

参加者 会員(障害者５名、健常者９名) 

会員外(健常者２名) 

 

 

 

 
☆４月２９日 
 前日の夕方、新宿を出て、松本に泊まったグ

ループや、夜行バスで上高地に来たグループ、

前日のうちに上高地に入り横尾などで泊まっ

た人たちなど、さまざまな方法で、上高地に集

合した。 
 ２６日の夕方に、涸沢で雪崩があったため、

横尾から先に入山規制がしかれたが、今日の朝、

解除になったという情報が、横尾で待っている

Ｉさんから携帯電話に入ってきた。これで、予

定どおり、登山を進めることができそうだ。 
 上高地で前泊したＹさんとバスターミナル

で合流し出発する。河童橋から見る穂高連峰は、

青空の下、真っ白な峰を輝かせ、すばらしい風

景を見せてくれる。今日、明日と天気予報がよ

いので、気持ちよい登山になるのではと期待が

膨らんだ。しかし、山々は真っ白で、２００５

年に来た時とは、全く様相が違っている。雪崩

の情報と共に、今年は非常に積雪が多いので、

注意が必要だ。 

 

 明神を過ぎ、徳本峠との分岐に行く予定が、

道を真っ直ぐ進んでしまい、河原に出てしまっ

た。ルートが変わったのかと思ったが、間違っ

てきてしまったようだ。途中から、林道に上が

り、修正する。 
 徳沢への林道もところどころ凍っていて、滑

らないように注意しながら歩く。すばらしい天

気だったが、この頃から穂高方面に雲がかかっ

て、前穂が見えなくなっていた。 
 徳沢でＫさんと合流し、横尾でＩさんと合流

する。全員揃って、涸沢へと向かう。横尾大橋

を渡って、高々と聳える垂壁の屏風岩を左手に

見て、山腹を登っていく。ここからは、ほとん

河童橋から見た奥穂高岳 
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ど雪の世界だった。 
 夏道通しに歩き、本谷橋付近で、横尾谷に下

りる。２００５年の時は本谷橋が出ていたが、

今日は全く見えず、本谷橋付近までデブリ（雪

崩の跡）が来ていた。 
 ここからは、デブリの末端や端を回り込むよ

うに登るようになる。涸沢側からも横尾本谷側

からも、ものすごく大きなデブリが押し寄せて

いた。 
 涸沢に入り、デブリの端を登っていく。この

時期は、通常なら大きな雪崩は終わっているは

ずだが、今年はまだまだ注意が必要だ。ブロッ

クの形のはっきりした新しい雪崩れもある。本

流の雪渓をえぐるように流れ落ちた大きなデ

ブリがたくさんある中を登っていく。 
 曇り始めていた天気は、雪が降り始め、霧に

包まれるようになってきた。涸沢ヒュッテの旗

が見えたのは、１００ｍほど手前になってから

だった。 
 ヒュッテで受付を済ませ、部屋に入る。夕食

の時、オーナーの山口さんから話があり、今年

の涸沢は例年になく残雪が多く、４月１５日に

小屋開けの準備に入ってからさらに積雪が増

えたそうで、こんなことは初めてのことだった

らしい。 
 入山規制があったことや非常に多い残雪の

ことを念頭におき、明日は雪崩に注意して登ら

なければならないことを肝に銘じて、早々に休

んだ。 
 
☆４月３０日 
 朝起きると、奥穂や前穂などの山頂が見え、

まずまずの天気だ。小屋のテレビで見ると、松

本市の天気予報は、朝のうち晴れで、９時くら

いから曇りになっていた。早く出発したかった

が、小屋の朝食が６時のため、６時５０分の出

発になってしまった。 
 テント場を過ぎ、少し行くと、長野県警の方

が立っていて、雪崩ビーコンを持っているか聞

かれた。持っていないと、本来許可できないが、

自己責任でということで、通してもらう。登る

ルートは、奥穂側からの雪崩の心配があるので、

小豆沢本流の一番低いところではなく、できる

だけ涸沢岳側を取るようにアドバイスされた。

しかし、すでに登った人たちは、本流側を登っ

ていた。 

 

 カールの底から急な登りにかかった頃、Ｍさ

んが腰が痛いと言うことで引き返した。傾斜が

緩くなったところで、休憩する。雪崩の危険性

があるところを登るため、これ以降は白出のコ

ルの穂高岳山荘まで休憩しないことを告げる。 
 傾斜は緩くなったが、大きなデブリの上を登

るため、決して気は抜けない。デブリを過ぎ、

ザイテングラートのすぐ左側を登る。傾斜の緩

い小豆沢の本流を登る人はいなくなり、ザイテ

ングラート側の急斜面にトレースが付いてい

る。 

 

 我々のゆっくりペースに道を空けろと言う

クレームをいう人がいたようだが、雪山はどこ

でも登れるため、体力のある人は隣を抜いてい

涸沢から見た２日目の奥穂高岳 

涸沢から白出のコル目指して登る 
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ってくださいと言う。それでもなかなかそうす

る人がいないので、私がとなりにもう一つトレ

ースを作ることにした。人のトレースを使った

方が確かに楽なのだが、雪山に来るパーティー

は自らトレースを作ることができなければな

らないと思うのだが、経験豊かなリーダーがあ

まりいなかったのではないかと思う。 

 

 急斜面を登っているうちに、前と後の差が付

いてきたが、急斜面を超えるとコルは近いので、

前のグループはそのまま登っていく。そして、

最後のトラバースにかかると、視界を遮る地吹

雪に見舞われた。まずは私がコルにつき、ＫＴ

さんたちを迎えに行く。 

 

 コルに着いたＫＴさんたちと別れ、後のグル

ープを迎えに行く。どうも、Ｆさんが雪山が不

慣れで、足を取られて遅れているようだった。

それでも、ゆっくり登って、全員白出のコルに

到着した。しかし、この頃には、すでに視界が

かなり悪くなっていた。 
 穂高岳山荘に着くと、３０分以上先に着いた

ＭＭさんたちが外で震えて待っていた。中に入

って待っていて良かったのにと思ったが、小屋

がやっていないという話をした人がいたらし

い。除雪車が作業をしているのに、そんなはず

はないのだが、間違った情報には困ったものだ。 
 すぐに小屋に入り、暖を取る。ここで１時間

以上ゆっくりしたが、もっと早く下るべきだっ

たことが一つの反省点だった。 

 

 小屋の外から入ってきた女性の登山者が、霧

が深くて下山ルートが分からないので、一緒に

下って欲しいと言ってきた。了解したが、結局

は、我々より後に下る人たちと一緒に下ること

にしたとのことだ。 
 下る方向は決まっているので、小豆沢へと入

っていく。同じ小豆沢でもできるだけ奥穂側に

近づかないように下っていく。 
 上の方からさらさらと小さな表層雪崩が起

きている状態で、少しでも早く下らなければな

らない。しかも、大きな雷が聞こえ始めてきた。

雷の音で雪崩が誘発されないか、さらに心配が

深まる。 
 私が先頭でしばらく下った頃、上の方からＨ

Ｋさんの「助けてー」という声が聞こえた。何

があったのかと思い、他の人たちには先に下っ

ていてもらい、私は上に登り返していく。ＨＫ

さんは、ＦさんとＨさんが厳しい状況だという。

さらに登って追いついてみると、体力的にばて

ているような状態ではなかったので、ザイルを

出して３人がアンザイレンして下ることにし

た。その後は順調に下り、前のグループに追い

ついた。 

前穂高岳を暗雲が覆い始めた 

コルへの登りが続く 

白出のコルから見た涸沢岳方面 
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 前のグループでは、下りの苦手なＫＧさんが

腰が引けて早く下ることができないでいた。Ｋ

Ｇさんにスリングを繋ぎ、Ｉさんに持っていた

だいて、安全だから思い切って下りましょうと

声をかけながら下る。それでも時間がかかった

が、涸沢カールに降り立ち、雪崩の恐怖から開

放された。 
 
☆５月１日 
 昨日の下りから降り始めた雨は、夜半から本

降りとなっていた。今日は下山だが、雨で雪崩

が誘発されないかが心配だ。 
 今日は傾斜が緩いので、大丈夫だと思ってい

たが、ＫＧさんは緊張して足がスムースに出て

いない。それで、ザックをＫＲさんに持っても

らうことにする。しかし、重すぎるので、中身

を分担しようと意見が出たが、沢の途中にいる

のは常に雪崩の危険が伴うため、荷物を分担し

あう時間を使いたくなかった。それで、雪の上

をザックを滑らせていけば良いと思い、ＫＧさ

んに了解を得て、私がザックを引っ張っていく

ことにした。さすがにザックは雪の上を順調に

滑ってくれた。 
 雪崩が起きないか、常に後や左右に気を配っ

て下ったが、ようやく横尾本谷との合流点とな

り、本谷橋まで来た。まだまだ転落などの心配

はあるが、雪崩の恐怖からは開放された。 
 横尾尾根をトラバース気味に下る道から河

原に下りてホッと一安心。雨も小降りになって

きた。 
 横尾で、これからさらに一人で槍ヶ岳を登る

というＹさんと別れ、１５人は上高地へと向か

って歩きはじめた。サルの姿を見たり、ゴジュ

ウカラの囀りを聞いたりしながら、上高地に到

着し、アルペンホテルで汗を流して、新島々行

きのバスに乗り込んだ。 
 今回は、計画そのものを含めて、反省点が

多々あったが、会員外で参加したお二人から

「楽しかった」と言っていただけて、救われた

思いだった。厳しい状況の中で、協力してくだ

さったみなさまに心から感謝申しあげます。 
 
コースタイム 

4/29 上高地 (6:55)…徳沢 (9:20-9:30)…横尾

(10:35-11:00) …本谷橋 (13:05) …涸沢

(15:20) 
4/30 涸沢(6:50)…白出のコル(10:20-12:40)…

涸沢(16:30) 
5/1 涸沢(6:40)…本谷橋(8:15)…横尾(9:35)…

上高地(13:20) 
 

★大持山・小持山(５月１５日) 

参加者 会員(障害者６名、健常者１０名) 

会員外(健常者１名) 

 

 

 

 
 今日は、すばらしい天気に恵まれた。横瀬駅

に全員集合し、タクシーに分乗して一の鳥居に

向かう。一の鳥居の駐車場は満杯だった。 
 自己紹介の後、妻坂峠に向けて登り始める。

瑞々しい新緑が逆光に映えて美しい。 
 妻坂沢をつめて、峠への登りにかかると、フ

デリンドウがいくつか咲いていた。マムシグサ

は、きれいな緑色の鎌首を持ち上げている。峠

近くにはニリンソウも咲いていた。峠手前の古

かった桟道は、新しいものに変わっていた。 
 峠には道祖神が一つ、佇んでいる。木々の間

から武甲山がよく見えた。足下には、カキドオ

シやカントウタンポポが咲いている。ひと休み

してから大持山への登りにかかる。ここはかな

りの急登だ。 
 今回のコースは、比較的植林が少なく、雑木

林が多かった。新緑のやわらかな緑は、青空に

映えてひときわ美しくなる。急な登りも、新緑
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の木々に癒されて、順調に登っていく。標高１

０００ｍを過ぎると、傾斜はグッと落ちる。ミ

ツバツツジが咲き、サクラもまだまだ咲いてい

る。新しく開いたばかりの葉が、逆光に葉脈を

すかせ、とてもきれいだ。周囲には、カラマツ

林もある。同じ植林でも、杉や檜と違ってカラ

マツの林は明るい。 

 

 周囲が開けて、後の武川岳がよく見えるよう

になる。西武ドームも光っていた。ここは、大

持山と鳥首峠への分岐だ。見晴が非常に良く、

新緑の山々がとても美しい。アセビの花もたわ

わになって咲いていた。 

 

 ここから少し登ると大持山の山頂だ。山頂で

昼食タイムとする。七跳山や坊主山など雲取山

に続く奥多摩の山々がよく見えた。さらに右奥

は、奥秩父方面だろう。遠くまでよく見えた。 
 大持山から小持山への稜線は、切れたところ

や岩場が何度も出てきて、気を使う場所だが、

変化があっておもしろい。途中の小さなピーク

からは、両神山もよく見えた。大持山から続く

尾根は、新緑やサクラの花などで、まさに春爛

漫だ。 

 

 足下にピンク色の花を見つけた。イカリソウ

かなと思って近づいてみると、何とカタクリだ

った。今回、初めて見た一輪だけのカタクリに

感激。旬は過ぎていたけど、３０歳くらいかな

という声が上がる。途中で、もう一つだけカタ

クリの花を見つけたが、そちらは花弁の先がす

でに茶色になっていて、何歳くらいだっただろ

うか？ 

 

 ミツバツツジとは違うピンク色のツツジは、

アカヤシオだったようだ。花は終わりかけだっ

たが、何度か出会うことができた。 
 小持山に着くと、正面に武甲山がどっしりと

見える。手前のサクラの木が、山の雄姿に花を

添えていた。ここでも集合写真を撮って、下山

にかかる。途中でコゴミを見つけた。 
 シラジクボからは、武甲山を巻いて長者屋敷

の頭に抜ける巻き道を使うことにする。新しい

昭文社の地図では、破線になっていたので、危

険なところがないか心配だったが、外傾して滑

りそうなところもあったが、ほとんど問題なく

妻坂峠からの急斜面を登る 

大持山山頂にて 

大持山から小持山への稜線は厳しい 

まだ咲いていたカタクリ 
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歩くことができた。歩く人が少ないので、破線

になっているのだろうか？ 

 

 長者屋敷の頭に着くと、今登ってきた子持山

がよく見える。少し下ると、トラバースした植

林帯の道もよく見えた。なだらかな尾根から急

な斜面をジグザグに一気に沢に下る。ここまで

元気だったＭさんが、疲れたということでアミ

ノバイタルやツムラの薬などを飲み、元気を取

り戻す。 
 途中、沢に架かっていた橋は今にも崩れ落ち

そうなため、橋の下に飛び石づたいに付けられ

た丸太の橋を渡って対岸に移る。林道に出ると、

あとは思い思いのペースで橋立鍾乳洞を目指

す。ここの茶店でトイレを借りたり喉を潤した

りして休憩し、予定より１本早い１７時４５分

の電車に間に合うように出発する。 
 切符を買っていたら、ぎりぎりになってしま

ったが、電車に乗り込んで、帰路に就いた。秩

父のそば屋に、参加者のほとんど全員が立ち寄

り、空腹とエネルギーを満たして、西武線の電

車に乗り込んだ。 
 
コースタイム 

一の鳥居(8:25)…妻坂峠(9:15-9:25)…大持山

(11:55-12:30)…小持山(13:30-13:40)…シラジ

ク ボ (14:20-14:35) … 長 者 屋 敷 の 頭

(15:15-15:25)…林道(16:25-16:35)…橋立鍾乳

洞(17:10-17:30)…浦山口駅(17:40) 
 

 
★東日本大震災による自粛などで、高根山・寝姿山、リーダー養成コース（巻機山）、新川下流ミ

ニハイキングが、中止となりました。また、天城山が雨のため中止となりました。 
 

 

★第１５回ミニハイキング（高津八福神めぐり）(４月２日) 

参加者 会員(健常者３名) 

    会員外(健常者４名) 

 

 

 
 この日のコースが散歩道の一つという地元

の Y さんの案内と解説で誠にスムースに歩く

ことが出来た。大和田駅を経由する計画コース

を一部変更して、より安全で桜の並木も楽しめ

るかもしれないコースとした。 
  最初の経由地 「野村グランド」は「IBM
グランド」に変わっていたがラグビーのコート

が二面のほか緑地も豊かな広いグランドだっ

た。中にはサッカーとラグビーをしている若者

が大勢いた。 

 
 入り口近くの庭に枝垂れ桜の大木がもう満

開の花をつけていた。まだ蕾の周囲の大きな桜

ハ イ キ ン グ 報 告 

目覚めの時 

観音寺にて 
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と対照的。ここから１５分ほどの自衛隊習志野

駐屯地に沿って観音寺をめざした。駐屯地の中

の草原には緑の芽吹きでいっぱいの柳の木が

多く見られた。 

 
 観音寺では本堂で法事の最中らしいお経の

声が聞こえてきていた。ここでも早くも桜が咲

いていた。 
 新川沿いのテニスコート周りの公園めざし

て歩き始めたが なかなか着かない。八千代市

の「名所」の桜並木（まだ咲いてない）を経て

やっと到着。 
 新川の土手に腰掛けて待ちかねた昼食タイ

ム。一時間ほど休み、現地解散した。 
記：水野 

 
コースタイム 

八千代台駅(10:30)…観音寺(11:10)…新川沿い

のテニス公園(12:00-13:00)解散 
 

 
★第２７回ふれあいハイキング（常陸風土記の丘）(５月７日) 

参加者 会員(健常者６名) 

 

 

 
 関東南岸を低気圧が通るため、雨の心配があ

ったが、途中で霧雨があった程度で、ほとんど

降られずに歩くことができた。 
 石岡駅で、風土記の丘のパンフレットなどを

もらい出発する。 
 まずは、常陸国分寺跡に向かう。石岡は、常

陸国の国府のあった場所で、旧跡や史跡が多く

点在する。天平勝宝４年に建立された常陸国分

寺には、都々逸坊扇歌堂などもあった。門から

入ってすぐにある大銀杏もすばらしい。 
 次は、国分尼寺跡に向かう。国分尼寺跡は、

ほとんどの県で残っていないのだが、現在も残

っている石岡の国分尼寺跡は、極めて貴重だと

いう。広い草原で子どもたちが遊び回るには、

最適の場所で、どこに何があったのかは分から

ないが、貴重なところを訪ねることができて良

かった。 
 次は、陣屋門に向かう。府中中学校の校庭の

中にあるのだが、立派な門だった。 

 陣屋門を出ると、きれいに整備された端正な

住宅街を抜ける。そして、入口に門のある常陸

国総社宮に入る。両側の石灯籠は、地震の影響

で倒れたようで、半分以上が台座だけになって

いた。ここに来る途中にあったお墓も、倒れて

しまったものをいくつか見つけた。 
 総社宮では、結婚式が行われていた。若い女

性の御子さんがいたので、こちらの女性２人と

男性２人が写真を一緒に撮らせていただく。こ

の写真は、あとで送って欲しいとか。 

 

 ここからは、車道などを通って、恋瀬川に向

かう。恋瀬川のサイクリング道路を歩くが、残

念ながら筑波山は見えなかった。途中で霧雨が

降ってきたが、すぐに止んだ。まだ、１１時過

新川沿いの公園にて 

恋瀬川の畔にて 
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ぎだが、おなかが空いたので、昼食とする。Ｔ

さんは、ヨモギなどを取っている。私は、ヤマ

トシジミという蝶の写真を撮ったり、集合写真

を撮ったりする。 

 

 さらに恋瀬川沿いに歩く。水田には、水が張

られ、田植えが終わった田んぼもあった。オオ

ヨシキリやモズ、ホオジロ、ヒバリなどの声を

聞きながら、恋瀬川をあとに、常陸風土記の丘

に向かう。風土記の丘の有料施設には入らず、

金山池周辺を歩いた。フジが美しい。青だけで

なく、白やピンクのものもあった。また、ボタ

ン桜の花びらが地面に落ち、一面をピンクに染

めている。しだれ桜は終わっていたが、満開の

時は見事だろう。古代ハスの大賀ハスは、今は

枯れた状態だが、夏にはきれいな花を咲かせて

くれそうだ。 
 日本一大きいという獅子頭展望台は、地震の

影響でゆがんだのか、入ることができなかった。

会津の古民家は、江戸時代の家を復元したもの

だそうだ。Ｙさんが、「なつかしいな～」とし

みじみ言っていたのが印象的だった。 
 風土記の丘を出て、石岡駅に向かうバスに乗

ろうとしたが、土曜日は運行していないような

ので、村上のバス停まで歩いていくことにする。

バス停までの地図がないので、無事に付けるか

不安だったが、間違えることもなく、一発でた

どり着いた。 

 

 当法人の事業は、山や自然を楽しむことが多

いのですが、今回は歴史散歩でした。自然豊か

な石岡も楽しめ、遠くまで来たかいがあった一

日でした。 
 
コースタイム 

石岡駅(9:15)…国分寺跡(9:30-9:40)…国分尼寺

跡 (9:55-10:00) … 恋 瀬 川 (11:00) … 昼 食

(11:20-11:45)…常陸風土記の丘(12:20-13:15)
…村上バス停(13:35) 
 

 

 

★岩登り技術講習会（鷹取山）(４月１７日) 

参加者 会員(障害者１名、健常者５名) 

 

 
 週間予報では雨だった今日の天気は、だんだ

ん予報が良くなり、結局はすばらしい天気に恵

まれた。 
 桜並木の桜はもう終わりかけていて葉桜と

なっていたが、まだまだきれいだった。湘南の

海も見え、山道にはウラシマソウやタチツボス

ミレがたくさん咲いていた。ウグイスやシジュ

ウカラ、コジュケイのさえずりが何度も聞かれ

た。コジュケイは帰る時に、姿も確認できた。 
 講習は、まずは子不知の南面で三点支持での

上り下りなど基本的なことを練習する。続いて、

講 習 会 報 告 

ボタン桜の花弁でピンクに染まった地面 

フジが満開だった 
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Ⅲ級ルートにロープをセットし、全員が登る。

久しぶりに岩登りを行った全盲のＮさんも、岩

登り初めてのＹさん、Ｋさんも登り切り、屋外

では初めての岩登りだったＯさんも登った。何

度も経験しているＴさんには、確保も手伝って

いただいた。 
 昼食タイムは、Ｔさんがコンロとコッヘルを

持ってきてコーヒーを振る舞ってくださった。

Ｎさんのプチトマトとコーヒーもおいしかっ

た。 
 昼食後は、後浅間に移動し、ビギナーフェー

スの NO.3 ルートで練習する。ビギナーフェー

スといっても子不知のⅢ級ルートより難しい。

取り付き付近で苦労していたが、そこをクリア

した人は、終了点まで登ることができた。全盲

のＮさんも、しっかりと登り切り、クライミン

グシューズを買おうかなと張り切っていた。 

 

 
 
★岩登り技術講習会（日和田山）(５月８日) 

参加者 会員(障害者２名、健常者４名) 

 

 
 今日は、初夏を思わせるあたたかな一日だっ

た。ゴールデンウィークの最終日のため、岩場

は比較的空いていた。 

 

 それでも、男岩、女岩とも、代表的なルート

はロープが垂らされていた。 
 我々は、女岩を中心に登ることにする。その

前に、８の字結びなどを覚えてもらい、まずは、

オーソドックスな３級ルートを登る。ここは、

難なく全員クリア。ここで、少し早いですが、

昼食タイムとする。 

 昼食後は、午前中に登ったルートのすぐ右の

フェースを登る。ここは４級－程度だろうか？ 

ここも全員クリア。次は、フェースの一番右に

あるクラックをレイバックで登るルート。ここ

は、Ｆさん、Ｈさん、Ｏさん、そしてＡさんが

登る。ここは４級＋程度だろうか？ 
 最後は、全盲のＮさんから要望のあったチム

ニールートだ。ここも、スピーディーに登る人、

時間のかかった人など、いろいろですが、全員

がクリアした。 

 

 汗ばむ陽気の中、ほどよい疲れで、岩場を後

に高麗駅に向かった。 
 

 

ビギナーフェースを登ってＶサインをす

るＮさん 

チムニーを登るＯさん 

女岩西面の前で 
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★定期総会を開催しました 

５月２８日に東京都世田谷区の上馬地区会

館で、第８回定期総会を開催しました。出席は、

当日の１９名と書面委任５２名を含む７１名

で行われました。（賛助員の方１名の参加があ

り） 

全ての議案が承認されました。また、今回は

役員改選となり、８年間に渡って副理事長を務

めてくださった松井理事が退任されることに

なりました。当法人の設立から長い間、大変お

世話になり、感謝申しあげます。また、６年間、

監事を務めていただいた鎌田氏、４年間務めて

いただいた平野理事、吉田理事も退任となりま

した。長い間、裏方の仕事をありがとうござい

ました。 

新たに、理事に山口雅章氏、竹内氏、佐藤啓

司氏が、監事に水野氏が就任されました。これ

からの法人の運営を、留任となった箕輪氏及び

理事長と力を合わせて進めていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  

詳細は、次回の機関誌と共に送る第８回定期

総会議事録を参照ください。 

 

☆社会福祉法人八千代市身体障害者福祉会の会報（はばたき）で当法人を紹介させて

いただきました 

 社会福祉法人八千代市身体障害者福祉会の

はばたき職業センターの方から原稿の依頼を

いただき、八千代市身体障害者福祉会発行の会

報『はばたき』の、悠々堅歩のコーナーで、当

法人を紹介させていただきました。 

 

 

 

▼八千代市１％支援制度を多くの方に活用していただいてください

 「自然と親しむ子ども山登り教室」に要する

経費の助成を申請した八千代市１％支援制度

の支援対象団体公表が、６月１５日発行の「広

報やちよ」で行われます。その日から８月１６

日までが納税者の方からの選択届け出期間と

なります。１％支援制度を多くの市民に広めよ

うと積極的に活動していただいている方もい

ますので、ぜひ八千代市民の会員のみなさまに

ご協力をお願いすると共に、知り合いの方に八

千代市在住の方がいましたら、ぜひお声かけい

ただいて、この制度が継続されるよう、ご支援

をお願いいたします。 
 

 

◎新入会員及び復帰された会員のお知らせ 

 ３月以降、下記の方が新しく入会及び復帰されましたので、よろしくお願いします。（敬称略） 
 
正会員  ９名 

 
 

会 員 情 報 

そ の 他 事 業 報 告 

各 種 連 絡 事 項 
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○退会者及び賛助員へ変更された方のお知らせ 

 １２月以降、７名の方が退会されました。また、１名の方が賛助員に変更となり、２名の方が

休会されました。 
 
 

 

・理事長のつぶやき 

 東日本大震災という大変な事態が発生して

しまいましたが、みなさまのご家庭やご親戚、

ご友人などで被害に遭われた方もいらっしゃ

ると思います。謹んでお見舞い申しあげます。

当法人としても、少しでも苦しんでいる方たち

のお役に立ちたいと思っているのですが、直接

的な支援を法人として行うのは難しいため、登

山などの折りにあまった交通費などを、義援金

として寄付をしたいと思い、すでに始めていま

す。５月末の段階で、約 42,000 円集まりまし

た。また、昨年度の正味財産となった約 91,000
円から 50,000 円ほどを義援金に回します。わ

ずかですが、日本財団のＲＯＡＤプロジェクト

に寄付をさせていただきます。 
 来年度は、少しでも東北地方の経済活動に寄

与したいと思い、東北地方の登山を多く計画し

ます。みなさまのご要望や考えをお知らせくだ

さい。 
 

・次回発行予定は、９月です。 

参加申し込みやお問い合わせは事務局まで 
〒276-0022 千葉県八千代市上高野 1161-1-208 

NPO 法人山仲間アルプ事務局  網干 勝 
TEL.047-484-8308 

 
 
 
 
 

編 集 後 記 

障害の有無も、年齢も、男女

も関係なく、みんなで山を楽

しみたいね。自然は、誰に対

しても平等だよ！！ 


